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１．はじめに
　2007年度～ 2008年度、キャリアデザイン学部
の必修科目であった「キャリア相談実習」および
「キャリア相談事前指導」は、2009年度以降は「キャ
リアサポート実習」および「キャリアサポート事
前指導」と名称を変え、体験型選択必修科目となっ
た。その後 2年を経過し、大学生の学び・実習に
関してどのような変化があったのかを報告する。
　その前にこの授業の特徴を、①大学の初年次教
育の観点から②ピア・サポート活動の観点から③
就業力養成の観点から整理する。
（1）初年次教育としての特徴
　「キャリア相談実習」とは「人のキャリアを支
援することで自らのキャリアを考える」ことを目
的とした。対人スキルに積極的な学生だけでなく、
すべての学生に対して対人スキルの向上をねらっ
た。
　大学においては、対人スキルの向上や話し合い
のスキルトレーニングは、学生生活を補完するも
のとして主に学生センター、保健センターなどで、
希望する少数の大学生を対象に行われることが多
かった（法政大学学生センター　アサーショント
レーニングなど）。学年的には、就職活動を目前
に控えた 3年生に対して、就業能力・職業能力の
向上を目指して取り組まれることが多かった。そ
れに対して本プログラムのように 1年生、2年生
といった低学年から始めることで、大学生活にス
ムーズに馴染み、積極的な学生生活を送ることを
ねらう取り組みは目新しいものであったろう。
　また低学年教育として「直接人と関わる力」を
「ピア・サポート」的な行動によって身につけさ
せようという本学部の試みは、多くの大学が初年
次教育をレポート作成などのアカデミックスキル
の向上に取り組む中で、当時としては異例のこと
であったと言えよう。
（2）ピア・サポート活動としての特徴
　英語の peer とは仲間（地位の同等な）を意味
する。一般的には、「ピア・サポート＝学校内の
活動」と限定されて捉えられがちである。確かに、
学校において始まった活動であるが、広義には「支
援を受ける側と年齢や社会的な条件が似通ってい
るもの（ピア・サポーター）による、社会的支援」
（戸田　2008）であり、「ピア＝対等な仲間」と
いう概念を持ってすれば学外にも広がる活動であ
る。しかし、2011年現在、例えば「ピアサポート」
「大学」というワードで google 検索をかけると多
くの大学が取り組んでいることがわかるが、多く
は大学内における大学生同士のサポート活動であ
り、学外の「ピア」に対するサポート活動は多い
とは言えない（注 1）。
　上級生が下級生に対してサポートすることは大
学に対する帰属意識を高める貴重な体験である。
しかし、同じ大学の学生同士といった同質集団だ
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けでなく、異質な他者に対するピアサポート活動
であることが、この授業の特徴である。毎年のこ
とだが、就職活動中の大学生が、「社会人」「大人」
といった「異質な他者」を目の前に立ちすくんで
いるのを目の当たりにする。これもひとつの通過
儀礼と言えるかもしれないが、社会人となる前の
最後の教育機関として、他者へ想像力を喚起し、
異質な集団同士のコミュニケーション回路を活性
化する授業をすることも大学では可能である。
（3）就業力養成プログラムとしての特徴
　「労働力需要の要請側からみた大学教育・キャ
リア形成支援の課題」（労働政策研究報告）によ
れば、企業が大学生に求めるものは第一位が「人
柄」である。その中身は都市部と地方、企業規模
や業種によって異なるが、「人柄や個性」は組織
で働く基礎能力であり大学側が重要だと考える
「専門性」よりも概して重視されている。大学に
課せられた社会的期待は就業力だけではないが、
重要なテーマであることは確かである。報告書は
また、「専門教育のなかで、職業人として必要な
組織で共同して課題を達成するための力を養成す
ること」は大学教育で行うなうことが可能で、か
つ職業にも移転可能な能力であるという。
　「キャリア相談実習」は、他者をサポートする
という積極的な対人スキルに特化した実習であ
り、より主体的な学生生活を送ることを期待する
ものである。こうした学生生活の延長線上に、「主
体性」「課題発見能力」「傾聴力・発信力」といっ
た力が養成されるのではないかと考える。
　以上の特徴を踏まえ、2010年度・2011年度の
キャリアサポート実習の成果を、
・「キャリアサポート事前指導」において学生
が身についたと感じていること
・「キャリアサポート実習」の実習先と今後の
課題
・「キャリアサポート実習」の事例　
事例 1　 神奈川県立磯子高校　キャリアガ
イダンス授業
事例 2　 神奈川県立小田原高校定時制　コ
ミュニケーション講座
から振り返る。
2．	2010年・2011年キャリアサポー
ト事前指導
（1）	キャリアサポート事前指導のクラス、
人数は以下の通りである。
表－ 1　2010 年度 5 クラス 99 名
担任教員 学生数 3年男 3年女 2年男 2年女 1年男 1年女
小門クラス 20 10 2 3 5
児美川クラス 21 1 4 1 5 10
宮城クラス 19 1 3 3 8 4
田澤クラス A 20 4 3 5 8
田澤クラス B 19 2 3 5 9
合　計 99 1 1 23 12 26 36
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キャリアサポート実習の現状と課題
（2）授業カリキュラム
表－ 2　2011 年度 6 クラス 115 名
担任教員 学生数 3年男 3年女 2年男 2年女 1年男 1年女
小門クラス 18 5 8 3 2
山田クラス 20 2 1 1 3 13
児美川クラス 20 8 7 3 2
宮城クラス 18 1 3 8 6
松島クラス 20 10 10
田澤クラス 19 2 5 2 7 3
合　計 115 4 1 19 21 34 36
表－ 3
授業回数 内　容
1 回 ガイダンス
2 回 聴き方① 聴く態度
3 回 聴き方② 聴く技術
4 回 聴き方③ 課題解決
5 回 実習例の紹介 先輩の話を聞く
6 回 自分の意見を言う① アサーション
7 回 自分の意見を言う② アサーション
8 回 グループで話し合う① ファシリテーション
9 回 グループで話し合う② ファシリテーション
10 回 模擬練習① 1 対 1
11 回 模擬練習② 1 対集団
12 回 模擬練習③ グループワーク
13 回 模擬練習④ 実習の計画づくり
14 回 実習のガイダンス web の使い方など
＊年度により多少の変更あり
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（3）	学生が事前指導の授業で身についたと感じていること
 　大学生が、授業を通じて身についたと感じて
いる態度について、最後の授業で自己評価のアン
ケートを実施した。4月の自分と 7月の自分を 4
点満点で比較するもので、男女別・学年別に分類
してみると、その集団によって違いがあることが
わかる。主に 1年生を対象にした授業ではあるが
2年生にとっても、新たな態度を身につけたとい
う実感が持てたようだ。
　1年生男子は、どの項目に関しても肯定的に自
分の変化を実感している。女子は、1年生・2年
生とも、当初から得点が高いため、伸び率は男子
と比べて少ない。
　印象的なのは 2年生男子の「サポートが必要な
時は頼める」「意見の違いを受け入れる」「人の話
を聴く」などについての伸びの著しさである。2
年生男子は 1年間の大学生活を通じて、「サポー
トが必要な時」も人に頼まず 1人で頑張り、「意
見の違いを受け入れる」よりも、まず自分の意見
を確立し、「人の話を聴く」よりも、まず自分を
主張することに集中していたのかもしれない。し
かし、それだけではサポーターとして限界がある
だろう。
　続いて、学生が実践したいと考えているコミュ
ニケーションスキルを尋ねてみた。こちらは、男
女とも 2年生が「実践したい」という意欲が高い
ことがわかる。1年生にとっては、クラスの雰囲
気や授業の流れで、身についたという感触はある
が、実際に試してみようとするには、大学生とし
ての自信や自覚が必要なのかもしれない。
図－ 1
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キャリアサポート実習の現状と課題
図－ 2　実践したいコミュニケーションスキル
傾聴
FELOR（態度） 課題解決を目指す
アサーティブに頼む アサーティブに断る
（4）授業を通して
　「キャリアサポート事前指導」第 1回ガイダン
スの授業は、授業の目的、授業の流れ、キャリア
サポート事前指導とキャリアサポート実習の説
明を経て、「サポートして欲しい人、欲しいこと」
のアンケートでたずねた。
　必要なサポートは①情報的サポート②具体的な
行動サポート③情緒的サポートなど状況によって
異なるが、どのようなサポートを自分が求めてい
るかを記入することで、サポートする側の立場を
考えた。しかし、具体的な行動サポートの「自分
が怪我をした時にどんな人にサポートをしてもら
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いたいか」という項目でさえ、アンケートを提出
した 110名中 12名の大学生が「迷惑をかけたく
ないので友達には頼みづらい」と答えていた。そ
のうち 8名は大学生活も慣れているはずの 2年生
である。人にサポートを頼めない大学生が人をサ
ポート出来るように成長するのかが不安でもあ
り、楽しみでもあった。
　「聴き方」の授業では、わけがわからないまま、
「聴く」ということに重点をおくワークを通して、
「聴く」と「聞く」の違いを体験していく。聞い
てもらえない体験の後は、人の話をよく「聴く」
ようになった。ワーク終了後の振り返りでは、様々
な状況での聴き方の違いなどを発表する。その発
表に大学生は刺激を受けた。「聴く」ために必要
なことは何であるかを深めていく。
　「アサーション」の授業では、相手も自分も大
切にしたコミュニケーションとして、自分の考え
や気持ちなどを正直に率直にその場にふさわしい
方法で表現する。いくつかの設定の中で人に対し
て自分の意見を言ったり、断ったり、頼んだりと
いうワークを行う。
　多くの大学生にとって、人の頼みは「断りにく
いもの」であった。しかし一部の大学生は、相手
の気持ちを考えず、自分が NO と感じたら「きっ
ぱり断る」のである。しかし、この授業で、その
後も良い関係を構築していく「断る」を意識し
てワークを行った結果、「アサーティブな考え方」
に関心を持った学生も多く、相手の気持ちを考え
ることの大切さを学んだようだ。
　「キャリアサポート事前指導」の授業終了時に
記入したレポートの中に「様々な対人コミュニ
ケーション方法を学ぶことが出来た」「今まで意
識したことのなかったことが考えられるようにな
り、人との接し方を変えることが出来そうである」
などのコメントがあり、相手を慮る気持ちが芽生
えてきたようである。「相手」「人と関わる」など「自
分以外の人」を意識し始めた点が印象的であった。
　人の話を良く聴けなかった学生が、授業で実施
されるワークに取り組むうちに「模擬授業：1対
1の相談にのる」授業の回には、人の目を見て話
し、人の話に耳を傾け、頷きながら話を聴いてい
た。約 2カ月半の間に大きな変化が見られた。
　サポーターとして、人のために自分がどうすべ
きか、何が出来るか、をこの事前指導の授業を通
して気づいたのではないだろうか。
３．2010年・2011年「キャリアサポー
ト実習」
（1）2010年度　（5クラス・99名）
表－ 4　2010 年度実習準備室企画実習 25 件 177 名（のべ人数）
項　目 件　数 のべ人数
高校キャリア教育 4 件 60 名
企業提供高校生サポート 2 件 4 名
大学内 2 件 15 名
小学校以下対象 5 件 19 名
大学院生 2 件 14 名
地域活動 3 件 23 名
日本語学校 2 件 17 名
イベントサポーター 3 件 20 名
障害者サポーター 2 件 5 名
合　計 25 件 177 名
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キャリアサポート実習の現状と課題
　実習準備室で案内した実習に限りがあり、学生による自主開拓の件数が多かった。
（2）2011年度　（6クラス 115名）
表－ 5　2010 年度学生による自主開拓実習 86 件 86 名
実習対象者 件　数 内　容
小学生以下対象 12 件 サマースクールサポート等
中学生対象 3 件 部活支援、キャリア講話
高校生 32 件 母校での部活支援、キャリア講話、キャリア相談
専門学校、大学生対象 4 件 SNS の指導による大学生活サポート等
社会人対象 5 件 社会人大学生によるセミナー開催等
留学生対象 1 件 日本語学校に赴き交流会開催
地域ボランティア 29 件 横浜市スポーツ大会運営サポート、被災地ボランティア等
合　計 86 件
表－ 6　2011 年度実習準備室企画実習 20 件 228 名（のべ人数）
12 月 16 日現在終了実習
項　目 件　数 のべ人数
高校キャリア教育 8 件 113 名
企業（教育と探究社）提供先高校生サポート 4 件 53 名
大学内（オンキャン等） 4 件 28 名
小学校 1 件 17 名
地域活動 2 件 11 名
日本語学校 1 件 6 名
合　計 20 件 228 名
表－ 7　学生による自主開拓実習 36 件 36 名 12 月 16 日現在終了実習
実習対象者 件　数 内　容
小学生以下対象 13 件 サマースクールサポート等
中学生対象 2 件 部活支援、キャリア講話
高校生 7 件 母校での部活支援、キャリア講話、キャリア相談
専門学校、大学生対象 4 件 SNS の指導による大学生活サポート等
社会人対象 2 件 社会人大学生によるセミナー開催等
留学生対象 3 件 日本語学校に赴き交流会開催
地域ボランティア 5 件 被災地ボランティア
合　計 36 件
　実習準備室で案内した実習先は、王子総合高
校、磯子高校など全高校一年を対象とした大規模
なキャリア教育の依頼が多く、のべ人数では自主
開拓によるものに比べ 6倍近い。
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（3）今後の課題
①自主開拓の実習
　自主開拓で実習を行った学生のレポートを見る
と、大きく分けて 2種類あることがわかる。一つ
は自分が得意なこと、すでに出来ていること、得
意なことをサポート活動にする場合である（高校
の部活動支援や、自分が子どもの頃から関わって
きた習い事や子どもキャンプ等のリーダー役等）。
この場合は、「サポートされていた自分がサポー
トする側に立つ」「違う役割を理解する」などの
学びはあるが、新しい行動を獲得する、というよ
うな経験は少ないように思う。
　一方、未経験の分野に飛び込むような自主開拓
の場合（子どもが苦手なので子どもと関わること
にチャレンジした・震災ボランティアに行った）
という場合はレポートの内容も深いものがある。
そうした学生に実際話を聞いてみると、深い語り
もあれば、言語化することがもどかしそうなこと
もある。何か自分の中に、これから発芽しそうな
新しい種を仕入れてきたことが感じられた。
②大学提供の実習
　大学提供プログラムの特徴は、アドバイザーや
教員が同行するため安全・安心の枠組みがあるこ
とが特徴であろう。授業支援等、学内で行われる
ものは特に、人と関わることに積極的でない学生
でもスタッフの一員として取り組みやすい。また、
学外で行われる実習は大規模なものも多くなって
きている。大勢の学生で行くために、お互いを観
察して学び合い、思いがけないものにチャレンジ
するチャンスでもある。さらに、個々の実習の事
前指導である個別の説明やグループワーク自体が
新しい経験になる。アドバイザー・教員にとって
は、事前・事後の学生の成長を目のあたりに出来
る機会でもあり、フィードバックを直接返すこと
も出来る。それを受けて学生はまた繰り返し考え
る。
　このように、実習に関しては、自主開拓の自主
性、個々のオリジナリティを残しつつも、大学提
供プログラムの両方あっていいと考える。
③単発のサポート活動の限界とメリット
　ことに、キャリア教育に携わる実習である場合
は「継続的に関わる実習が良い」というのが、受
け入れ側の学校からも、学生からも寄せられる感
想である。実際には、他の学校行事の過密さや、
学生のスケジュールもあり、年に 1回の実習にな
ることが多い。
　しかし一方、単発の実習だからこそのメリット
もあるだろう。高校生は学校生活をクラスや部活
など固定したメンバーの中で送っている。さまざ
まな変化がおこる思春期でありながら、自分の
「キャラ」や友人がいったん固定してしまうと新
たな自分が出しにくい息苦しさもある。その中で、
たった一度きりの出会いであっても新しい窓が開
かれることはある。また、一度きりしか会わない
からこそ、匿名性が生まれ、高校生は心の中の本
音や、芽生えてきた疑問を大学生に対して語れる
のではないか。
④事前学習・事後学習の大切さ
　事前学習として、自分なりの実習のイメージや
目標を設定しておくことは主体的に取り組む準備
として重要である。そのため、実習先の調査、個々
の実習に応じた事前学習を学生自ら行うことが重
要であろう。また、必要に応じてグループでのミー
ティングやワークを行い、サポーター同士の連携
を構築していくことも大切である。
　さらに、先に述べたように、事後学習として事
前に自分で決めた役割や目標がどうなったのか、
具体的に検証していくレポートや他の学生やアド
バイザー、教員との相互のやりとりで事後学習を
深めることも必要だろう。
　そして、どのような体験型学習についても言及
されることだが、大学の授業である以上、関連資
料や書物を調べることが学びを深めることにつな
がるだろう。
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4．キャリアサポート実習における高大
連携活動
　キャリアサポート実習の特徴とも言える、大学
生のピア・サポートによるキャリア教育（高大連
携活動）の例として、磯子高校と小田原高校の事
例を報告する。
（1）磯子高校　キャリアガイダンス授業
　磯子高校に対するキャリアガイダンスは、宮城
まり子教授が前任校から取り組んでいる授業であ
り、1年生全クラスに対して行っている。磯子高
校は、横浜市磯子区の閑静な住宅街に隣接し、創
立 35年目を迎える共学の県立高校である。教育
課程は一般コースと国際コースから成っている。
磯子高校の生徒は、勉強に対する自信や大学進学
に対する関心が高いとは言えず、大学受験や大学
について積極的に調べることが少なかった。また
自分の特性、将来の職業イメージを吟味すること
なく早々と近隣の学校に決めてしまうことを教員
は懸念していた。そこで、1年生のうちから自ら
の特徴に気づき、キャリアを考えるきっかけを提
供することを、この授業の目的とした。
　2009年度以降のプログラムは以下の通りであ
る。
表－ 8　磯子高校　キャリアガイダンスプログラム構成
日　程 参加学生人数 参加生徒人数
グループ
ワーク 1
グループ
ワーク 2
グループ
ワーク 3
2009 5 月 8 日 36（＋ゼミ生 13） 320 エゴグラム RIASEC なりたい自分
2010 6 月 4 日 46（＋ゼミ生 11） 320 エゴグラム RIASEC なりたい自分
2011 10 月 28 日 42（＋ゼミ生 12） 320 価値観アイランド RIASEC ―
　授業は、毎回、高校生 8人グループに対して大
学生サポーター 1人がつき、さらに、宮城ゼミ生
を中心にリーダーが司会進行をするスタイルで行
われる。エゴグラムと RIASEC は高校生向きの
ワークシートを用いて行った。事前準備としてサ
ポーターはエゴグラムや RIASEC のワークを体
験し理論を勉強する。さらに、リーダーは司会進
行の練習をする。
　大学生がサポーターとして加るグループ学習に
よって、高校生は集中力が持続し、自分やクラス
メートの多様な価値観に気づく。
　2011年度は、「価値観アイランド」と「RIASEC」
を実施した。「価値観アイランド」とは、二者択
一の質問を高校生に投げかけて、その選択と選択
の理由をグループ内で発表するワークである。そ
れぞれの価値観や考え方の違いに気づき、多様な
価値観に触れる。質問は 4種類あり、途中でグルー
プ代えを行い、普段話すことの少ないクラスメー
トとも意見が交換できるように工夫した。また、
RIASEC では「どんなタイプの人のいる島で生
活したいか」を問う。島の住人のタイプはホラン
ドコードに対応しており、それによって、自分の
職業的興味に気づくというワークである。
①高校生に対する効果
　この授業の効果を検証するため、授業の事前・
事後に、CAVT（Career Action‐Vision Test
　法政大学キャリアデザイン学部　2008）と、
「多次元共感性尺度（MES：Multidimensional 
Empathy Scale）」（鈴木　2008）のうちの「視
点取得」（Perspective Taking）の部分を用いて
テストを実施した。
　CAVT は大学生を対象として就職活動で必要
な力を「Action ＝積極的な行動」「Vision ＝将来
的な展望」に分けて測定するものであり、今回は
対象が高校生であるため、実際の行動・態度を問
うのでなく語尾を「～したいと思う」というよう
にモチベーションを尋ねる問いかけに変えた。
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　多次元共感性尺度は、共感性を「他者指向的反
応」「自己指向的反応」「被影響性」「視点取得」「想
像性」5つの下位項目から測るものであるが、特
に視点取得は人が他者に対して共感し適切な行動
を選択するにあたり、弁別的な機能を持っている
と考え（注 1）て採用した。
　テストの結果は t 検定で検証した。結果は以下
の通りである。
 図－ 3　CAVT の伸び **P ＜ 0.01
 図－ 4　共感性の伸び **P ＜ 0.01
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　このように、CAVT、共感性（視点取得）とも、
統計的に有意という結果がでた。
　次に、CAVT ではかるキャリア意識と共感性
（視点取得）の関連について相関を検証した。結
果は以下の通りである。
表－ 9　CATV 前後・共感性前後・CAVT 伸び率・共感性伸び率の相関
CAVT 前 CAVT 後 共感性前 共感性後 CAVT 伸び 共感性伸び
CAVT 前
CAVT 後 0.7678**
共感性前 0.6425** 0.6425**
共感性後 0.5801** 0.8060** 0.7678**
CAVT 伸び
共感性伸び 0.516**
**：p ＜ .01
　事前事後の CAVT と共感性（視点取得）は、
相関が認められた。また、CAVT と共感性（視
点取得）の伸び率とも相関が認められた。このよ
うに、グループワークを通じてクラスメートの考
えを聴くこの授業は、生徒のキャリアに対する意
識、共感性（視点取得）にプラスの影響を与えた
ことが統計的に確認された。他者の内面に関心を
持つことによって積極的に自分のキャリアを考え
て行動することにより促進される。また、他者の
立場を考えて行動を選択することは適応的な行動
を保証する。この相互作用によって積極的なキャ
リア探索を可能にするのではないか。
　ただし、これは単発の授業の結果でありどのよ
うな継続的関わりが必要かについては今後の検討
課題である。
（2）大学生に対する効果
　実習を行った大学生の学びについて、実習後に
提出されたレポートを元に分析する。
17名の学生のレポートの内容を
 a 実習におけるリハーサルの重要性
 b 事前指導で学んだコミュニケーションスキ 
ルが活かせたか
 c ワークのプロセスで感じたこと
 d 大学生同士による学び
 e 高校生との関わりから気づいたこと
に、分けて分析する。
ａ　実習におけるリハーサルの重要性
① リハーサルを実施することはイメージづくり
だけでなく、大学生同士の人間関係を作るこ
とにより不安の軽減やロールモデルにもなっ
ている。
（例：1年男子 N）リハーサル中初対面である
サポーターの方々や先輩方と世間話などをして
楽しい時間を過ごしているうちに、「人とコミュ
ニケーションをとることってこんな単純なこと
だったんだ。」と感じた。緊張や不安が一切消
えた。
② 成功感を感じられなかった学生は実習を終え
て、手ごたえがなかった理由としてワーク内
容を挙げている。原因としてはリハーサルの
時点で目的や目標・意義の十分な理解に至っ
ていないのではないか。
（例：2年男子 F）問題の難易度と合ってなかっ
た気がする。終了後のミーティングでも出たの
だが将来のことを考えさせるより今を充実させ
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るにはどうすればいいのか？ など学年に合わ
せたキャリアサポートをしたかった。
③ 反面このワーク内容を肯定する学生はキャリ
ア教育の内的キャリアの教育の必要性を挙げ
ている。
（例：2年女子 M）高校生のうちから自分の将
来について、具体的に何になりたいかを考える
のではなく、どういう風に働きたいか、大切に
したい事は何かという、すこし抽象的なところ
から将来を考えるキャリア教育の機会を設ける
ことが必要だと考える。私自身も高校時代に「25
歳の私を考える」というキャリア教育があった
が、具体的に職業を考えなければいけなかった
ため、当時夢のなかった私には何の役にも立た
なかった。そのような自身の経験も踏まえ、高
校生や、もしくは中学生くらいからもっと職業
以外のところから将来を考えるキャリア教育を
行っていく必要があると感じた。
　以上から、実習の学びを深めるためにはリハー
サル（実習の事前指導）の充分な時間と質的向上
が課題である。リハーサル（実習の事前指導）を
構造化し、実習の目的や内容の把握を定着させた
上で体験に臨むべきだといえよう。
ｂ 事前指導で学んだコミュニケーションスキル
が活かせたか
① 意識して学んだスキルを使用したり、ワーク
がスムーズにいかない時に、事前指導で学ん
だスキルを思い出して試したことで、学んだ
手ごたえを感じている。
（例：2年男子 D）今回の実習ではグループワー
クのファシリテーターとして①「高校生が意見
を述べやすい雰囲気を作る」ことと、ファシ
リテーターの役割である②「話し合いを活性
化する」という 2つのことを意識して取り組ん
だ。②が難しかった。1人 1人に質問に答えて
もらい、理由を聞くというプログラムで決まっ
ているところまではできるのだが、そのあと時
間が余ってしまい、会話をつないでいくのが難
しかった。そこで思い出したのが、キャリアサ
ポート事前指導で学んだ「要約」だった。「意
見が出たらその内容を少しまとめてみんなに伝
える」ということを意識した。こうすることで、
グループ内でしっかりと情報の共有ができ、さ
らに意見が出やすくなったように感じた。
② 傾聴・あいづちや FELOR は比較的実践で
きているが、要約や話を引き出す質問は経験
の差によって異なり、サポーター経験者は
ロールモデルにもなっている。
（例：1年男子 C）FELOR やあいづちはしっか
り意識して行うことができましたが、反省する
点がたくさんありました。3年生の先輩方は、
声のかけ方やワークが早く終わったときの話の
広げ方、質問の仕方がとても上手で、そのよう
な技術を身につけたいと思いました。
　前期の授業で行ったコミュニケーションスキル
の授業の中で学んだことを意識して使うことで関
係や雰囲気の変化を記述しているが、これは、前
章で 2年男子がスキルを使いたいと回答している
こと（図－ 1、図－ 2参照）と一致している。
c　ワークのプロセスで感じたこと
① グループファシリテーションが初めての大学
生はワークの内容やプロセスの細かい変化に
は触れていない。しかし、サポート経験が多
少ある男子は緊張の初対面から徐々に関係性
を築くプロセスを経験し自己肯定感を高めて
いる。
（例：1年男子 K）ワークごとにグループを変
えたのですが、時間が経つにつれて高校生も慣
れてきて、ワークに積極的に参加してくれるよ
うになり、自分たちも最初に想定していたより
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はやりやすかったし、楽しかったです。
② サポート経験が多い学生は、観察により高校
生一人一人の思いやグループ内の人間関係な
どにも目を向けることができるため、細かい
やり取りへの気づきが生まれている。
（例：2年男子 G）グループ替えをし、回数を重
ねていくうちに高校生達も私も慣れてきて自然
とグループ内が良い雰囲気になりグループ内討
論での話し合いが盛り上がり、円滑に進むよう
になりました。しかし、後悔が残る点は話し合
いに積極的に参加しない生徒に話しをふってあ
げることが出来なかった点です。私はそういう
生徒に対して探りさぐりになってしまい、そう
やっている内に時間が終わってしまいました。
　このように、プロセスに関する気づきをもたら
すためには、まず、サポーター自身の不安や緊張
を軽減することが欠かせない。そのためには、授
業やリハーサルにおいて、ワークの目的を共有す
る事前準備が必要だろう。
ｄ　大学生同士による学び
①大学生相互のフォローやロールモデルとして
の記述がある。一人だけの実習ではなくサ
ポートしてくれる仲間がいることで、安心感
や連帯感がうまれやすい。
（例：2年男子 O）前日の打ち合わせで模擬的
にワークを行った時とは違い、あまり喋らない
高校生もいて、そういう時にも特別に気を遣っ
て上手く話を振ってあげたり話を膨らませたり
することができなかった。先輩が一時的に加
わってくれた時とかもグループ全体の雰囲気が
明るくなったような感じがして、自分との力の
差を感じた
e　高校生との関わりから気づいたこと
①このワークは高校生にとって自己理解だけで
なく、他者理解の機会となっていることに大
学生は注目している。
（例：2年女子 B）私たちサポーターが学んだ
だけでなく、高校生も普段は話さない友達との
交流によって、「こんな一面があったんだ」と
友達同士で気づくことが多く見られた。
② 高校生の前向きな一面や成長に大学生は喜び
を感じている。
（例：2年女子 M）実習を行っていくうちに生
徒から質問が出てきたり、価値観アイランドの
3問目・4問目では「こんなこと考えたことなかっ
たけど大切だよね」というつぶやきが聞こえた
り、自身のキャリアについて考える機会があれ
ばみんなしっかりと考え、なお且つ大切なこと
だという意識が持てるということが分かった。
③ 高校生の態度や発言によって大学生が自分自
身のこだわりに気づいている。
（例：2年女子 I）普段関わっている高校生と今
回の高校生とで、明らかに違うところがありま
した。そこで私は、普段関わっている高校生が
高校生のスタンダードと思っている自分の存在
に気づかされました。
　以上のように大学生のレポートからこの磯子高
校のキャリアガイダンス実習の傾向と課題をまと
めたが大学生がこの実習において体験したことは
「異質な他者へのピア・サポート」を通じた「プ
ロジェクト型の協業」といえるのではないか。
　さらに全体を俯瞰した特徴と課題を記す。
①大規模なガイダンスを可能にするもの
　高校生 1学年全体 320人を対象として、キャリ
アサポート実習として参加した大学生は 23名、
ボランティア 19名・宮城ゼミ生が 12名参加して
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いる。サポート実習では最大規模である。これを
可能にしたのは、実習生だけではない学生の自主
的な参加（他学部の学生も含め）である。
　全クラスを対象としながら、大学生をファシリ
テーターとするグループワークであるゆえ、若者
同士の自主性が授業を活性化してゆく。校長先生
や数人の担任教員から「このように生きいきした
生徒の表情は初めてだった」「質問に一生懸命考
えている生徒の姿が新鮮であった」のフィード
バックをいただいた。これは大学生の実習への達
成感にもつながった。今後の実習の質的向上のた
めには教員からの評価を客観的に調査する必要が
あるだろう。
　また、大学生同士の異学年構成によるサポート
活動は学生にとっても大きな学びのチャンスとな
る。その一つは経験の浅い大学生にとって、サポー
ト経験を積み重ねた大学生の存在がある。高大連
携サークル「シグナル」のメンバーや経験の多い
大学生は、特にファシリテーターの経験が初めて
の大学生にとっては、ロールモデルであり頼れる
存在であった。こうした大学生の数は必ずしも多
いわけではない。今後は大学側が意図的に経験の
ある学生が実習をする学生を育てていくシステム
の構築が求められる。
② 11月に実施した効果
　2009～ 10年は 5～ 6月に実施したが、2011年
は震災の影響や学校行事とのすり合わせから 10
月に実施した。
　5・6月は高校 1年の一学期は各中学校から集
まったばかりで、自己の存在をアピールしたり、
帰属集団を決定したり、力関係を見極めるために
互いに探り合う時期だ。全員参加の授業で見知ら
ぬ大学生に素直になるよりも、クラスのメンバー
にどう思われることを優先するグループダイナミ
クスが現れる。素直に応じることや積極的に参加
すること自体に抵抗感もあり、ワークを抜けたり
脱線させようとする高校生が少なからずいた。
　しかし 2011年 10月は高校生の多くが前向きに
取り組み前述のような高校生は見られなかった。
高校生活にも慣れ、2学期の後半という文化祭・
体育祭などの大きな学校行事が終了し、落ち着き
やすい時期であったことが一因と考えられる。ま
た震災が高校生の前向きな参加態度にも影響した
のかもしれない（注 3）。
　また、2009年・2010年は大学生にとって事前
指導の授業の途中であり、大学生にとってもほと
んどが初めての実習であった。しかし 2011年は
多くの学生が実習をすでに体験している。
　このように高校生の成長や大学生の経験の違い
を踏まえ、今後の実施も 11月前後が適切ではな
いだろうか。
　最後に、今回のワークの高校生の印象的な発言
について触れる。
　「過去に行きたいか・未来に行きたいか」との
写真 1　磯子高校で事前打ち合せをする学生たち 写真 2　磯子高校での授業の様子
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問いに 1人の女子生徒が「過去に行きたい。自分
は小学生時代に母親を亡くしているので、その前
にもどりたい」と答えた。ここまで女子生徒の心
を開かせたのは、若者同士の誠実なコミュニケー
ションがあったからだろう。この時ファシリテー
ターの大学生もメンバーの高校生も何も言えな
かったそうであるが、この意味のある沈黙も含め
て高校生とともに大学生が共有したことがお互い
の深い学びになったのではないか。
　高校のキャリア教育は外的キャリアに傾きがち
であるが、盲点になりがちな内的キャリアの開発
には、大学生によるピア・サポート活動は一つの
有力な方法と言えるのではないか。
（2）神奈川県立小田原高校定時制　コミュニケー
ション講座
　小田原高校定時制におけるキャリアサポート実
習は、2008年の開始以来、年に数回のペースで
継続されている。小田原高校定時制は、定時制の
統廃合の中で単位制高校である特徴を生かし、柔
軟で生徒のキャリアに役立つカリキュラムを開発
している。その特徴のひとつとして通常の定時の
授業の前にゼロ時限として外部の専門学校や大
学、地域の教育関係者など、いわば「オダテイ」
のサポーターを講師とする「実学講座」を設けて
いることなどである。「オダテイ」の試みは平成
20年度神奈川県教育委員会 E －提案制度に「定
時制高校における新たな学びづくりの実践的研
究」として採択され、キャリアデザイン学部の学
生によるピアサポート活動は「コミュニケーショ
ン・スキル系」の中に、選択授業として組み込ま
れている。通常の学科授業の前の「実学講座」を
多くの高校生は楽しみにして登校している。高校
生の授業への出席率はここ数年で飛躍的に向上
し、中途退学率は大幅に減少していると聞く。
　2008年以来のキャリアサポート実習の概要は
以下の表のとおりである。
表－ 10　小田原高校定時制コミュニケーション講座
日　程 参加学生人数 参加生徒人数（のべ人数）
グループ
ワーク 1
グループ
ワーク 2 授業後
2008
10 月 3 日・10 日
11 月 7 日
2 月４日
14
（社会人学生含む）
30 自己紹介 フリートーク ―
2009
11 月 27 日
12 月 4 日
10 28 異文化理解 フリートーク 進路説明会見学
2010
12 月 10 日
12 月 17 日
9 30 異文化理解 アサーション ―
2011 12 月 9 日 9 16 ― 価値観アイランド 授業見学
　まず、例年の授業の流れを紹介する。
　授業の前に校長先生をはじめ、諸先生方から、
定時制高校の社会的役割の変遷や「オダテイ」の
歴史、特徴、特に、生徒について配慮してほしい
点など、丁寧なレクチャーがあり、それ自体が学
生にとっては学びになっている。
　2008年度の実習については、特にプログラム
は設けず、エンカウンター的な自然な語りあいを
狙った。大学生にとっても高校生にとっても、こ
の最初の体験は一言で言えば「異文化との出会い」
であった。当初は高校生の反応が固く、大学生は
自分たちが拒否されているように感じたようだ
が、回数を重ねることで双方の固さがとれていっ
た。3回の予定のプログラムだったが、3回終了後、
高校生からの要望があり、年明けには第 4回目の
実習も行われ、若者同士の暖かい交流となった。
　2009年度は 2回実施した。第 1回目に山田泉教
授による「異文化理解」のグループワークを行っ
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た。テーマをめぐって話し合うことで、話し合い
の円滑な促進を狙った。この第 1回目にアイスブ
レイク的な効果をもたせ、第 2回目はフリートー
クを中心とした自由な話し合いの時間とした。
　2010年度は継続して授業に参加している高校
生も出てきたため、第 2回目に「アサーションプ
ログラム」を取り入れた。大学生と高校生を同じ
グループにして、様々な場面設定のアサーティブ
な言い方を考えさせた。「頼みやすいように、断
りやすいように、相手の立場を考えて言い方を考
慮する」ことが目的であった。しかし、定時制の
高校生たちは頼まれれば、どんな時でも相手の気
持ちを優先して、断らなかった。自分が損をする
とわかっていても、である。しかし、社会的に強
者とは言えない高校生にとっては、嘘をつかない
こと、誰であろうと頼ってくれた人をどこまでも
誠実に受け入れることに、人としてのプライドと
情を感じた。苦労してここまで来た高校生だけに、
口先だけではない、人としての態度の潔さにハッ
とさせられ、こちらが学ぶことが多かった。
　次に 2011年度のサポート実習について報告す
る。
　例年と同様に高校側からの説明があり、今回の
定時制の生徒の特徴とそれぞれの背景、接すると
きに注意してほしいこと、心がけてほしいことな
どの事前指導があった。授業ではコミュニケー
ションゲームとして「価値観アイランド」を実施
した。「アルバイトをするなら人間関係の良いと
ころか、お金がいいところか」「今もらえるとし
たら、お金か時間か」「将来働くとしたら、遠い
都会か近くの町か」のような二者択一の質問に対
し高校生が選択と選択した理由を話し友達との相
違を知ることで、価値観を広げていくというワー
クである。なるべく多くの高校生同士が話し合
えるようにグループチェンジを行いながら実施し
た。授業後には、再び学校側からのフォローと説
明があり、学生の感想などを発表し通常の授業の
様子を見学して終了になった。
　以下、高校生の感想（小田原高校まとめ）と、
大学生の感想を示す。
①高校生の感想
・ 1年（女）大学生の意見を聞いて、自分もいつ
か憧れられるような答えを言えたら良いなと思
いました。
・ 1年（女）なかなか大学生の方と交流する機会
が無いので、大学生の目線から話を聞くことが
出来て良かったなと思います。凄く勉強になり
ました。またこういった交流があったら良いな
と感じました。
・ 1年（男）二者択一の話が、少し難しかったけど、
楽しかったです。
・ 3年（女）法政大学の人たちと、沢山お話しで
きて、楽しかった。それぞれみんな色んな意見
を持っていて、来年は卒業して参加できないか
ら、とても残念です。色んな人と仲よくなれて
よかったです。
・ 1年（男）大学生と話す機会が持てて、とても
良い時間を経験できました。
・ 1年（女）慣れない環境で、とても緊張しました。
でも、とても楽しかったです。
・ 1年（男）今日、この講座を受けて、大学生の
人達は、思った以上に考え方が違うな、と思い
ました。あと今日は違う考え方の人達と話がで
きて、楽しかったです。
・ 1年（男）法政大学のみなさんはとても親切に
してくれてうれしかったです。喋るのが苦手な
私をカバーしてくれたり理解してくれて本当に
みなさん親切でした。来てよかったです !!
・ 1年（女）大学生の人達はみんなやさしくては
なしやすかったです。楽しかったです。
②大学生の感想
　大学生については、一人一人にインタヴューを
行った。まず、学生のプロフィールを示す。
3年男子 T ……ファシリテーションの技術や、傾
聴などのコミュニケーションスキ
ルが高く、全体的なリーダー・ま
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キャリアサポート実習の現状と課題
とめ役。教育や福祉に興味をもっ
ている。
3年女子 K ……高大連携サークル「シグナル」の
中心的メンバー。様々な高校生
を対象にキャリア教育のワーク
ショップを企画運営している。
2年男子 M ……高大連携サークル「シグナル」の
中堅メンバーで、将来は教職を目
指していてアルバイトでも高校生
を教えている。
1年女子 A ……高校生に対するサポート実習を経
験ずみ。おっとりしたお姉さんタ
イプ。
1年女子 K ……高校生に対するサポート実習を経
験ずみ。積極的で元気。
1年女子 H ……高校生に対するサポート実習を経
験ずみ。一歩引いて、落ち着いて
対応できるタイプ。
1年男子 G ……高校生に対するサポート実習を経
験ずみ。サークル中心の学生生活。
1年男子 I ……高校生に対するサポート実習を
経験ずみ。地方から出てきて 1人
暮らしをしており自立していて大
人っぽい。
（参照：大学生が小田原高校で学んだこと　表－
11）
　大学生たちは、今までも高校生と関わる活動を
行ってきたが、教室に入ったとたん、「オダテイ」
の高校生を今まで会った高校生とは違うと感じた
ようだ。「高校の教室」といった、弾けるような
明るさやエネルギーは感じられない。多くの高校
生はいかにも内気そうで、不安そうな表情を浮か
べ、うつむいている。生徒は何かに耐えるように、
そこにいるが、講師の言葉を聞きもらすまいと耳
を傾けていることがその背中に感じられる。
　これは学生にとっては、いわば「ショック体験」
である。この場で自分は何が出来るのだろう…。
「視野が広がる楽しさ」もあるが「何かに触れそう」
な怖さもある。同時に、異質な体験であるからこ
そ、相手に丁寧に接し、普段の自分とは違う「優
しい面が引き出された」時間でもあった。
　ワークでは「都会で働く」ことを希望する大学
生に対し、「将来は地元で働く」と考える生徒が
多かった。家事をこなし、自分の力で生きている
「今日、学校に来ること自体が精いっぱい」かも
しれない「オダテイ」の生徒にとって、将来を夢
見るよりは、まず、しっかりと自分の責任で、足
元の人生を生きることが大切なのだろう。それは
学生にとって、むしろ生活人としての逞しさと
映ったようだ。
　「オダテイ」の生徒のアルバイトの時給の低さ
や、つつましい金銭感覚にも学生は慄然とする。
・ 成育環境が違う ⇔ しかし同じ若者であり、趣
味が通じる。
・ 高校生は話すのが苦手そうだ ⇔ しかし、内気
な高校生もよく聞いてみると「コンビニでバイ
トしたい。人と話す仕事がしたい」という願い
を持っている。
・ 「フツウ」の高校生よりも配慮が必要だ ⇔ し
かしサポーターが構えると高校生も固くなる。
自然体でいたほうが高校生も自分も楽しそう
だ。
・ 積極的に話しかけて、関心を示したい ⇔ しか
し、話題を選ぶ、踏み込まないといった配慮も
必要かもしれない。
…このようなアンビバレントな中で揺れ動きなが
ら、学生は自分の内面を丁寧に見つめ、「今　ここ」
の関係性に集中していた。緊張しつつも、相手を
気づかう大学生の熱心な投げかけに、初めは固い
鉱石のようだった生徒の固さが緩んでいく。気が
つけば、うつむいていた生徒の口角が上がり、笑
顔になっている。ワークは終わったはずなのに話
し合いの輪は続いている。授業の始まりと終わり
の、この「化学変化」は若者のピアサポートだか
らこそ起こるものだろう。
　この日は定時生の 3年生 2人が参加していた。
2人にとっては今年は卒業の年である。あらかじ
め、ホワイトボードに書かれていた歓迎の文字は
この 2人のものであった。1年に数回、わずかな
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３
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２
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Ａ
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Ｈ
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て
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た
い
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キャリアサポート実習の現状と課題
時間の関わりであっても、「オダテイ」の生徒に
とっては何か新しい窓が開き、自分たちが関心を
持って受け入れられていく温かい経験なのだと思
う。
　学生にとっても、他者の思いに集中し、自分の
繊細な感覚と優しさを引き出されるこの瞬間は貴
重な体験である。 
5．まとめ
　以上、「キャリアサポート実習」は「キャリア
サポート事前指導」で学んだことを基礎に様々な
対象に対してサポート活動を行ってきた。学内で
のピアサポート活動のように年齢・立場が似たも
のに対するサポート（学校の後輩、学生同士）も
悪くはないが、そこに、異質性（生育環境の違う
学生・今までの友達づきあいにはなかったタイプ
の学生・外国人の学生等）の要素が加わると、よ
り慎重に相手の立ち位置、役割、自分自身の心の
動きを観察しながら意識的なサポート活動がレ
ポートからうかがえる。
　この報告書の冒頭でも触れたが、労働政策研究
報告書によれば、企業が大学生に求めるものは第
一位が「人柄」であり、その要素は「主体性」「課
題発見能力」「傾聴力・発信力」であるという。
報告書はまた、「専門教育のなかで、職業人とし
て必要な組織で共同して課題を達成するための力
を養成すること」は大学教育で行うことが可能で、
かつ職業にも移転可能な能力であるという。「キャ
リアサポート実習」は、物事を自分の問題として
とらえ、自ら働きかけていく能力を伸ばす役割を
果たしてきたのではないか。
　また、本来、大学が社会的に求められている役
割は職業生活への準備だけでなく、広く市民の育
成である（注 2）。2011年度、大学は震災によって
開講が 1カ月遅れ学生は学内への出入りも禁じら
れた。本来なら一番賑やかな 4月に学生は仲間と
集うこともなかった。ことに、新入生にとっては
不安と孤独なスタートであったろう。そのため、
「人をサポートする」ことを目的とするこの授業
に対する新入生の姿勢は、真摯で貪欲なものだっ
た。面白そうだから単位のために実習をするので
はなく、若者として、自分でもできることを探し
て、自分一人でも他者のために行動したいという
思いは、特定の学生に限られたことではなくなっ
たと感じる。
　先を行く「大人」が固めていた頑丈な天井のよ
うなもの、自分たちを庇護するとともに抑えつけ
ていたものが盤石ではないことが明白になり、そ
れまで社会の中の「子ども」として親密圏で力を
持て余していた学生が、主体的に自律的に一人で
も異質集団に飛び込み、公共圏の中で自らの役割
を見つけようとする意欲が高まったように感じる。
　震災ボランティアに行った学生は余りの惨状に
無力感を味わったようだ。しかし、「終わらない
感じ」の重たさと同時に「一人では解決できない
写真 3　小田原高校での授業の様子① 写真 4　小田原高校での授業の様子②
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が一人でも出来ることはある」という実感を持っ
たともいう。
　しかし、他者をサポートできる「ピア・サポー
ター」となるためには段階がある。磯子高校・小
田原高校の実習とも、人が相手の実習であるから
こそ、サポーターの場数や経験知が考察の深さ、
細やかさに直結している。経験の浅い学生は、「う
まくいかない」ことの原因を相手の高校生やワー
クの内容に絞りがちである。それなりの経験があ
る学生は、自分の得意なスタイルを押しつけがち
で「うまくいかない」ことで初めて自分のバリエー
ションの乏しさに気づく。そして、そうした経験
を踏まえた上級生になると、柔軟に流れの中で、
自分と相手の内面を落ち着いて想像し、さらに、
より良いサポートをするためにはどうしたらいい
のかを考える。だからこそ、大学の初年次・低学
年のうちから、トライ＆エラーを始めることが大
切だと思う。今後、この授業が契機となって学生
が他者の内面を想像し、仲間同士助け合い、役割
を見出し、新しい社会を開拓していく主体的な市
民となることを期待する。
	 	 注
1） 例えば奥平らは少年刑務所の在院生と一般大学
生の比較研究の中で、共感性の下位尺度のうち、
非行少年に特徴的なのは「視点取得」の低さと、
「他者指向的反応」（自分が他者からどう見られ
ているか）の高さであり、非行少年は他者の内
面を想像することなく他者の行動に敏感に反応
し、マイナス感情を高め、衝動的に行動する傾
向が強いとしている。そのため「視点取得」を
高める矯正プログラムが非行の抑止力になるの
ではいかと指摘している。（奥平ら　2005）
2） 山本は（学生を市民に育成するためにピア・サ
ポートの有効性を「学生はキャンパスを巣立ち
社会人となったとき、同質な者だけでなく異質
な他者とも交流しつつ、お互いに助け合って生
きていくことのできる人間に成長しなければな
らない。ピア・サポートの当面の目的が大学の
学生支援力の充実にあったとしても、その活動
は学生一人ひとりがこれからの人生について考
えを深める契機となりうるし、キャンパス外で
他者に積極的に関わることは、よりダイレクト
な形で、社会人となるトレーニング、すわなち
他者への関心を育て、他者とコミュニケートす
るスキルを養う訓練になるだろう」と述べてい
る。（山本　2011）
3） 2011 年 9 月ベネッセ教育研究開発センターに
よるインターネット調査「高校生と保護者の学
習・進路意識」で全国どの地域でも 6 割強の高
校生は、震災を経て「お互いに助け合って生き
ることの大切さを強く感じるようになった」「ど
んな厳しい状況でも生き抜く力が必要だと思う
ようになった」と回答している。
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